
 

 

部活

1 月 なし

2 火 なし

3 水 なし

4 木 なし

5 金 入学式　2年生準備（8：30開門） なし

6 土

7 日

8 月
8:00クラス発表　始業式・赴任式・対面式

放：キャプテン会議、自転車通学生諸注意
なし

9 火 1～2限：学　　放：自転車点検 なし

10 水 1～3限：学＋4限：身体測定　　　　　　　　　　　　　　給食開始 なし

11 木 内科健診（3年）

12 金
全国学力学習状況オンライン調査

６限：部活オリエンテーション　内科健診（2年）
なし

13 土

14 日

15 月 50×5　　クラス写真（昼休み予鈴～5限） なし

16 火 仮入部

17 水 避難訓練 なし

18 木 全国学力学習状況調査（3年）国数　　仮入部　　内科健診（1年）

19 金 仮入部　内科健診（予備日）

20 土

21 日

22 月 朝礼：認証式・カラー抽選会（25分） 45×5  心臓検診一次（13:30～） なし

23 火 仮入部

24 水 45×6　簡単清掃 なし

25 木 歯科健診（9:00～）　仮入部

26 金 新部ミーティング　避難訓練予備日

27 土

28 日

29 月 昭和の日

30 火 45×4　家庭訪問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　給食なし
再登校

14:00~

・最終下校は４月は17：45となっています。

・行事予定は変更することがあります。

４月の行事予定

主な行事

   

 

 

 

 

 
 
 

卒業式 式辞 より 
校長 槇野 俊之 

令和５年度は本日（3/22）修了式を迎えました。今年度も、保護者の皆様、

地域の皆様、市役所職員の皆様、生徒のみなさん、そして第三中学校教職員

のみなさんのおかげをもちまして、何とか今日までたどり着きました。 

多大なるご理解とご協力を賜り、厚く御礼を申し上げます。 

最終号は、私の卒業式式辞を一部抜粋でご紹介いたします。 

（冒頭略） 

これからの時代を皆さんが力強く生き抜くため、身につけてほしい一つの資

質に「レジリエンス」というものがあります。「レジリエンス」とは「回復」とか

「立ち直る」いう意味で使われています。 

今から３年ほど前に、宇宙観測のために飛び立ったスペースシャトルが『レ

ジリエンス』と命名されました。「レジリエンス」という言葉は、ストレス時であっ

ても通常の機能を保ち、逆境を克服することを意味しています。 

「恐らく世界中の全ての人が、現在、多くの困難を抱えているはずです。新

型感染症で苦しむ世界が、元に戻るための力（ちから）になりたいのです。」 

この宇宙船に搭乗する４人の飛行士たちが、相談してこのような名前に決

めた、というお話です。 

「失敗を恐れずに、何事にもチャレンジしよう」というのは、よく言われます。

私はそれと同時に、失敗しても、そこから立ち直り回復する、つまり「レジリエン

ス」力（りょく）を、皆さんに身につけて欲しいのです。 

何かにチャレンジして失敗をした場合は、まず十分な反省が必要です。 

原因と対応策を考えます。それができたら、いつまでも考え込まず、次に同

じ過ちを繰り返さないよう、細心の注意を払いながら、「貴重な経験をした」

「勉強になった」というプラス思考に切り替えて、また「失敗を恐れずに、何事

にもチャレンジしよう」なのです。 

これからの人生、迷ってもいい。頑張った結果、間違ってもいい。努力した結

果が、失敗してもいいのです。そのたびに、この「レジリエンス」力（りょく）を高

めながら、一歩ずつ少しずつ成長してください。 

（後略） 

１・２年生のみなさん、１年間よく頑張りました。新学期 4/8、元気に登校し

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～入賞おめでとう～ 
〇女子バレーボール部 

 第１４回学校法人玉手山学園理事長杯 第７位 
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相談機関の案内～生徒指導部より～ 

大阪府では、様々な相談機関が設置されています。悩みを抱えたままにならないよう、必要に応じてご活用ください。 

春休み中に学校(072-366-0082)にご連絡いただく場合は、の 8:30～16:30の間にお願いします。 

○『すこやか教育相談２４』  ０１２０－０―７８３１０  ＊24時間対応の電話相談窓口です。（ＩＰ電話からは、かかりません。） 

○大阪府教育センター『すこやか教育相談』 

すこやかホットライン（子どもからの相談）  ０６－６６０７－７３６１  Ｅメール：sukoyaka@edu.osaka-c.ed.jp   ＊Ｅメール相談 24時間受付 

さわやかホットライン（保護者からの相談）  ０６－６６０７－７３６２  Ｅメール：sawayaka@edu.osaka-c.ed.jp  ＊ＦＡＸ相談  ０６－６６０７－９８２６ 

＊電話相談   午前９時 30分～午後５時 30分 月～金曜日（祝日・休日・年末年始は除く） 

○ 被害者救済システム『子ども家庭相談室』  ＊大阪府教育委員会が運用する権利擁護機関による相談窓口です。 

（18歳未満のみの対応）０１２０－９２８－７０４［無料電話］  （保護者等）０６－４３９４－８７５４＊午前 10時～午後８時  月・火・木曜日（祝日・休日は除く） 

○ 児童相談所全国共通ダイヤル 

    １８９「イチハヤク」 ＊児童虐待に関する通告や子育ての悩み等の相談窓口です。 

○ 『ＬＩＮＥ相談』   実施日：毎週 日・月・火・水・木曜日 

    相談受付時間：午後７時～午後９時 30分    相談対象者：府内の小学校・義務教育学校・中学校・高等学校・支援学校の児童生徒 

＊学校を通じて子どもたちに配付される『ＬＩＮＥ相談』カードに掲載されている二次元コードからアクセスができます。 

http://dai3-jh.osakasayama.ed.jp/
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